
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大清水地区で「ハンプ(凸部)」による社会実験を実施 

～通学路等の生活道路で自動車の走行速度を抑制～ 
 

富谷市では、国土交通省東北地方整備局の協力を受け、通学路を含めた生活道路

における交通安全対策に反映させるため、可搬型「ハンプ(凸部)」を活用した自動

車の走行速度を抑制する社会実験を行います。 

国土交通省東北地方整備局が提供する「可搬型ハンプ」を使用した実験の取り組

みは、宮城県内では富谷市が初めての実施となりますので、ぜひ取材していただき

ますようお願いいたします。 

 

記 

１．設置日時 11月 25日(水) 午前 10時～ 

２．実験期間 11月 25日(水)～12月 24日(木) 

３．設置場所 大清水一丁目 3地先(市道大清水 9-2号線) 

(大清水一丁目第 1公園入口付近。詳細は別紙のとおり) 

４．設置箇所数 1箇所 

富谷市記者会見資料 1-① 

令和 2年 11月 24日 

建設部都市整備課 

担 当：佐藤 

連絡先：022-358-0525 

「住みたくなるまち日本一」を目指して  

 
 

 
【経緯】あけの平地区・大清水地区周辺エリアの生活道路である市道あけの平

6-56号線及び市道大清水 9-2号線の一部は、車の最高速度が 30キロメート

ルに規制されていますが、速度超過をする車両が通行車両の約 90 パーセン

トを占める現状となっております。 

また、この路線は、並行する国道 4号の渋滞を回避するための通り抜け道

路として利用する事が多く、約 4,000台（12時間交通量）の通行車両の内、

約 25パーセントが通過車両であることが確認されております。 

特に富谷第二中学校の西側に位置する交差点は、朝の通勤車両と登校する

児童生徒の時間帯が重なることから、通学路の安全対策を講じることが急務

となっております。 

そこで、道路管理者（富谷市）、大和警察署、国土交通省、富谷市教育委員

会、地元町内会長等による「富谷市あけの平・大清水地区交通安全対策協議

会」を発足させ、合同点検の実施により、対策の必要性について確認し、今後

の交通安全対策に反映させるため、可搬型「ハンプ(凸部)」による速度抑制

効果を検証することになりました。 

なお、速度抑制効果の検証には、国土交通省が所有しているＥＴＣ2.0 プ

ローブ情報のビックデータを活用します。 



 

《位置図》 
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＜大清水一丁目第１公園の入口付近に、１箇所設置します。＞ 

〇ハンプ実証実験実施箇所（案） 市道大清水９－２号線

車両通行量多

通学児童・学生多

大清水一丁目第１公園

〇ハンプ社会実験実施箇所 市道大清水９－２号線 



 
 

 

 

 

 

 


